
 

 

区民参加型調査「としま生きものさがし」              

 

１．調査の目的 

 本業務における区民参加型調査の目的は、生物多様性についての普及啓発である。また

多くの人の目で調査することで、夜間や私有地の生きものの生息・生育状況を記録でき、

希少種の発見などが期待できる。さらに動植物生態調査と連携することによって、区内の

動植物相を把握することも目的である。 

 

２．報告型調査 

（１）実施内容 

  今年度の実施内容は以下の通りである。 

 

   期      間：令和 6年 6月 1日～9月 30日 

   調査の流れ：図Ⅱ－２－１参照 

調査対象種：図Ⅱ－２－２参照 

   配  布  物：としま生きものさがし 2024年調査ガイド（図Ⅱ－２－２） 

           調査レポート用紙（図Ⅱ－２－３、４） 

   配布場所 ：環境政策課窓口、東・西区民事務所、区民ひろば、図書館、地域文化 

（入手方法）創造館等の施設にて配架。区立小学校 3～4年生、区立保育園 5歳児ク

ラス、区立幼稚園 4、5歳児クラス、フレイル事業参加者に配布。 

その他 豊島区ホームページからもダウンロード可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図Ⅱ－２－１ 調査の流れ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－２ としま生きものさがし 2024年調査ガイド（1、4ページ） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－２ としま生きものさがし 2024年調査ガイド（2、3ページ） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－３ 調査レポート用紙（表面） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図Ⅱ－２－３ 調査レポート用紙（裏面） 

 



  

図Ⅱ－２－４ 調査レポート用紙詳細版（表面） 

 



  

図Ⅱ－２－４ 調査レポート用紙詳細版（表面） 

 



（２）調査結果 

概要を表Ⅱ－２－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）報告件数と延べ参加人数の推移 

  本調査開始以降の報告件数と延べ人数の推移を示す（図Ⅱ－２－５）。 

報告件数は、「としま生きものさがし 2024調査ガイド」掲載の調査対象種（種群）の

報告、調査対象種（種群）以外の報告、区外・期間外の報告、に分類している。ただ

し、調査対象種群は必要に応じて見直しているため、年により内容が異なる。延べ人数

は、人数×日数で集計している。 

  今年度は昨年度のようなイベントでの配布はなかったが、昨年度に次いで過去 2番目

に多い件数となった。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表Ⅱ－２－１ 報告件数等の概要 

 

図Ⅱ－２－５ 報告件数と延べ参加人数の推移 

 

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
1,115 1,059 1,973 1,701
（15） (11) (190) (41)

883 826 1,447 1,335
メール 27 23 10 19
FAX 0 2 0 0
郵送 13 7 10 34
窓口 60 68 287 67
電子申請 0 0 0 0
イベント - - - -
電話 0 1 0 0

計 100 101 307 120
589 495 1,029 794延べ参加人数

項目
報告件数
（うち区外、期間外）
調査対象種（種群）件数
調査用紙
回収枚数

回
収
方
法



２）参加者の属性 

①年代 

   参加者の年代別の延べ人数は、保育園児が延べ 320人で最も多かった。次いで 60

代が 178人、50代が 79人と続く。 

   年代の分布は概ね例年通りである。高校生からの報告があったことは喜ばしい点で

あった。（図Ⅱ－２－６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②居住区分 

参加者の在住、在勤、在学の別を示す（表Ⅱ－２－２）。在住者が延べ 750人と最

も多かった。 

 

 

 

 

 

  

図Ⅱ－２－６ 年代別の延べ人数 

 

表Ⅱ－２－２ 在住、在勤、在学別の延べ人数 

 項目 在住 在勤 在学 不明 計
延べ人数（人） 750 3 6 35 794



３）報告の内訳 

①地域別の件数 

地域別の報告件数は目白、高松、西巣鴨の順で多かった（表Ⅱ－２－３）。目白で

は学習院大学、高松は高松第二保育園、西巣鴨は西巣鴨第三保育園からの報告が多く

占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②分類群別の件数 

   種数は合計 177 種（重複している可能性があるものや疑わしいものを除く）であっ

た。昆虫類が 1,384件、130種と最も多く、次いで鳥類が 103件、20種であった（表

Ⅱ－２－４）。 

  

表Ⅱ－２－３ 地域別の報告件数 

 

表Ⅱ－２－４ 分類群別の報告件数および種数 

※区外・期間外の報告 41 件を除く。 

※種数は、重複している可能性があるものや疑わしいものを除く。 

町名 件数
目白 318
高松 309
西巣鴨 209
南池袋 147
南長崎 118
駒込 91
東池袋 70
雑司が谷 63
巣鴨 52
千早 46
高田 36
池袋本町 35
西池袋 34
南大塚 25
要町 21
池袋 13
長崎 9
北大塚 9
上池袋 0
千川 0
（椎名町） 3
不明 58
区外 35
計 1,701

件数 種数

植物 0 0
哺乳類 17 4
鳥類 103 20
爬虫類 42 4
両生類 33 1
昆虫類 1,384 130
魚類 1 1
クモ類 14 8
その他 66 9
総計 1,660 177



③調査対象種（種群）の件数 

「としま生きものさがし 2024調査ガイド」掲載の調査対象種（種群）の報告件数

は 1,335件であった（区外・期間外の報告を除く）。調査ガイドで紹介していない種

でも、その種群に含まれれば集計に入れた。例えば、チョウのなかまのヤマトシジミ

は調査ガイドに掲載していないが、件数にカウントした。なお、調査ガイドに掲載し

た調査対象種は表Ⅱ－２－５において網掛けで示している。 

種群別では、チョウのなかまの報告が 42％を占め、次いでセミのなかま、トンボの

なかまが多かった（図Ⅱ－２－７）。種別ではナミアゲハの報告が 138件で最も多

く、次にシオカラトンボ、アブラゼミの順であった（表Ⅱ－２－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅱ－２－５ 調査対象種（種群）の報告件数（1/2） 

図Ⅱ－２－７ 調査対象種（種群）の報告件数割合 

チョウの
なかま

トンボの
なかま

セミの
なかま

バッタ・
カマキリ
のなかま

ヒヨドリ・
ムクドリ

トカゲの
なかま

アズマ
ヒキガエル

合計

ナミアゲハ 138 138
モンシロチョウ 83 83
クロアゲハ 72 72
アオスジアゲハ 63 63
ヤマトシジミ 55 55
ツマグロヒョウモン 43 43
キタキチョウ 28 28
イチモンジセセリ 13 13
ホシホウジャク 10 10
アカボシゴマダラ 6 6
オオスカシバ 4 4
モモスズメ 4 4
セスジスズメ 3 3
ヒメジャノメ 3 3
キアゲハ 2 2
シロオビノメイガ 2 2
チャバネセセリ 2 2
ワタノメイガ 2 2
イッテンシロナガヒロズコガ 1 1
ウリキンウワバ 1 1
オオウスベニトガリメイガ？ 1 1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表Ⅱ－２－５ 調査対象種（種群）の報告件数（2/2） 

チョウの
なかま

トンボの
なかま

セミの
なかま

バッタ・
カマキリ
のなかま

ヒヨドリ・
ムクドリ

トカゲの
なかま

アズマ
ヒキガエル

合計

オオミズアオ 1 1
カクモンノメイガ 1 1
カシノシマメイガ 1 1
カノコガ 1 1
カラスアゲハ 1 1
キイロスズメ 1 1
クロスジツマオレガ 1 1
スジグロシロチョウ 1 1
ブドウスズメ 1 1
ホシヒメホウジャク 1 1
ムラサキツバメ 1 1
モンキアゲハ 1 1
モンキチョウ 1 1
ヤマトシジミ？ 1 1
ルリタテハ 1 1
スズメガ科の一種 3 3
ホウジャク類の一種 2 2
メイガ亜科の一種 1 1
チョウ目の一種 9 9
シオカラトンボ 118 118
アキアカネ 45 45
ギンヤンマ 14 14
オオシオカラトンボ 12 12
ウスバキトンボ 7 7
クロスジギンヤンマ 4 4
オニヤンマ 3 3
ショウジョウトンボ 1 1
アジアイトトンボ 1 1
クロイトトンボ 1 1
コシアキトンボ 1 1
ハラビロトンボ 1 1
イトトンボ亜目の一種 2 2
トンボ目の一種 14 14
アブラゼミ 98 98
ミンミンゼミ 87 87
ツクツクボウシ 24 24
クマゼミ 13 13
ヒグラシ 10 10
ニイニイゼミ 3 3
セミ科の一種 6 6
オンブバッタ 58 58
ショウリョウバッタ 38 38
ツヅレサセコオロギ 12 12
エンマコオロギ 12 12
ハラビロカマキリ 10 10
クビキリギス 5 5
オオカマキリ 3 3
カネタタキ 3 3
マツムシ 3 3
アオマツムシ 2 2
ササキリ 2 2
シバスズ 2 2
ヤブキリ 2 2
トノサマバッタ 2 2
イボバッタ 1 1
カンタン 1 1
クサキリ 1 1
コカマキリ 1 1
コバネイナゴ 1 1
ヒゲシロスズ 1 1
ホシササキリ 1 1
マダラスズ 1 1
カマキリ科の一種 2 2
コオロギ科の一種 25 25
バッタ目の一種 2 2
ヒヨドリ 24 24
ムクドリ 19 19
ニホンヤモリ 35 35
ヒガシニホントカゲ 2 2
アズマヒキガエル 33 33
総計 566 224 241 191 43 37 33 1335



④新たに確認された種 

   区民参加型調査により、動植物生態調査で確認されていない種が新たに 19種、報

告された（表Ⅱ－２－６、図Ⅱ－２－８）。動植物生態調査で対象としていない種群

や飼育されたもの、園芸草本類は除く。 

   都 RL（区部）で NT（準絶滅危惧）のイソヒヨドリは海岸の岩場などに生息し、近

年は都市の内陸部でも目撃されている。CR（絶滅危惧Ⅰ類）のマツムシは、逸出か他

地域からの飛来と考えられる。 

   区内の自然情報を把握するため、今後も幅広い年代に参加を呼び掛け、情報収集し

ていけるとよい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表Ⅱ－２－６ 新たに確認された種 

図Ⅱ－２－８ 新たに確認された主な種 

モモスズメ（令和６年８月 26 日） 

池袋四丁目 

ミスジマイマイ（令和６年８月２日） 

目白四丁目 

分類群 目名 科名 種名 備考
その他 有肺 オナジマイマイ ミスジマイマイ

柄眼 コウラナメクジ チャコウラナメクジ
鳥類 スズメ ヒタキ イソヒヨドリ 都RL（区部）：NT
昆虫類 バッタ キリギリス ホシササキリ

マツムシ マツムシ 都RL（区部）：CR
カンタン

ヒバリモドキ ヒゲシロスズ
カメムシ カメムシ ツヤアオカメムシ
アミメカゲロウ クサカゲロウ クサカゲロウ
チョウ ヒロズコガ クロスジツマオレガ

アゲハチョウ モンキアゲハ
シジミチョウ ムラサキツバメ
ツトガ ワタノメイガ
メイガ カシノシマメイガ
スズメガ ブドウスズメ

モモスズメ
コウチュウ オサムシ セアカヒラタゴミムシ

クワガタムシ ノコギリクワガタ
カミキリムシ クワカミキリ



（３）広報ツール作成 

 １）作成の目的 

区民の方への「としま生きものさがし 2024」の結果報告、および生物多様性について

の普及啓発と今後の参加型（報告型）調査への参加を促すことを目的とする。 

 

２）構成 

A3 両面で 2 つ折りし、A4 サイズ 4 ページのニュースレターとした。ニュースレター 

令和 6年号を図Ⅱ－２－９に示す。 

 

1ページ目：「フォトコーナー」 

参加者から投稿いただいた写真を掲載した。 

 

2ページ目：「調査結果」 

報告の内訳を、調査対象種（種群）と調査対象種（種群）外の生きものに分け、円

グラフで示した。見つけた生きものランキングや、見つかった希少な生きもの、報告

件数の比較などを、イラストやグラフを交えて紹介した。 

 

3ページ目：「としまで見つけた生きものマップ」「感想」 

どこでどんな生きものが見つかったかを、写真と地図を用いて紹介した。また、参

加者の感想と、いただいたイラストの一部を掲載した。 

 

4ページ目：「コラム」 

生きものの観察を促すためのコラムを掲載した。今年度は、毎年報告の多いアブラ

ゼミとミンミンゼミについて取り上げた。 

 

   

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－９ ニュースレター 令和 6年号（1、4ページ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図Ⅱ－２－９ ニュースレター 令和 6年号（2、3ページ） 



（４）今後の展望 

１）今年度の成果 

  ①参加者数 

今年度は、昨年度のようなイベントでの配布はなかったものの、昨年度に次いで過

去 2番目に多い件数となった。 

昨年度と比較すると、１レポートあたりの報告件数が増え、じっくり取り組んでく

ださった方が多かった。多くの報告を記入できる「レポート用紙詳細版（図Ⅱ－２－

４）」の導入がよい効果を生んでいるようである。写真はメール、レポートは窓口と

いうように、ツールを使い分けて報告してくださる方もいた。 

例年の課題として、10代から 30代の参加が少ないことが挙げられる。その中で今

年度、高校生の参加があったことは喜ばしい点であった。また実際には、幼児と一緒

に取り組んでいる 30代前後の保護者層の参加も多いと考えられる。 

本事業は、来年度で 10周年を迎える。今後も多くの方に参加していただけるよ

う、改善を加えながら引き続き実施していけるとよい。 

 

  ②報告内容 

ナミアゲハ、シオカラトンボ、アブラゼミが上位を占めた。これらが区民の方にと

って身近な種であることがうかがえる。区内の希少な生きもののうち、毎年報告のあ

るツミやアオダイショウも、安定して生息できているようである。 

   近年、夏の暑さが全国的に問題となっている。7、8月の猛暑の中での外出は難しい

ことから、比較的涼しい朝夕や、家の中からできる調査（窓越しでの観察や、虫の鳴

き声さがし等）の推奨、もしくは調査期間を見直して盛夏を避けることも、場合によ

っては必要であろう。 

   感想を見ると、「たのしかった」「これからも探してみたい」など、概ね好評をいた

だけた。前述に関連して「暑い日が多く外にあまり出なかった」「暑くなってしまっ

たため、生きものたちが心配」といった声も挙がった（表Ⅱ－２－７）。 

 

  ③協力団体 

   団体では高松第二保育園、池袋いづみ幼稚園、西巣鴨第三保育園、南長崎はらっぱ

公園を育てる会からの参加があった。 

 

④調査対象種について 

本事業を開始した平成 27年度は、調査対象種は指標性を考慮して選定された。し

かし、指標種の調査よりも生きものに興味を持ってもらう段階が必要であることが課

題に上がり、平成 28年度には親しみやすさ、見つけやすさをもとに対象種が見直さ

れた。 

報告件数が増加し、「生きものへの親しみ」という目的がある程度達成できている

ことから、令和 4 年度から指標性も再び考慮し、オオカマキリとクロスジギンヤンマ

を調査対象種に追加した。オオカマキリは草原性で、樹上性のハラビロカマキリとは

棲み分けている。都市部では草原環境が減り、街路樹などで生息できるハラビロカマ

キリのほうが優勢であるが、区内の環境を探るため対象とした。クロスジギンヤンマ

は、薄暗い水辺環境を好み、明るい環境を好むギンヤンマと棲み分けている。樹木に

囲まれた学校ビオトープなどではクロスジギンヤンマの方がむしろ多いことがあり、

こちらも区内の環境を探るために対象とした。 



今後、見つかった場所や件数を蓄積することで、生きもののすみかとなる環境やそ

の変化を把握する一助としたい。 

 

⑤参加者を増やす取り組み 

引き続き、市民団体や学校との連携を行っていくことが望ましい。総合学習や理科の

授業、クラブ活動などに取り入れてもらうことで小学生や中高校生の参加が期待でき

る。また、保育園や幼稚園での自然遊びの延長として取り入れていただいている事例も

あり、引き続き連携していきたい。SNSでのハッシュタグを用いた投稿や、無料の連絡

ツール（LINE等）での報告など、スマートフォンを活用した仕組みを取り入れること

で、10代から 30代の参加が促されると考えられる。 

加えて、職員が常駐している公園や緑地での配布も効果的と考えられる。区立施設で

は池袋の森、目白の森、目白庭園などが挙げられる。区立施設ではないが、緑量の多い

学習院大学などでも、可能であれば周知できると良い。 

 

  



 

 

 

 

表Ⅱ－２－７ 参加者の感想（１／３） 

調査
レポートの
通しNo.

感想

7
・環境さえあれば生き物は力強く生きてくれると思った。今ある環境を残したまま共存して
　いく必要があると感じた。

12

・池の中をじっくり覗くことが出来ました　トンボはさすがに見れませんでしたが
　ミズスマシを見ることが出来ました
　アブラゼミを発見　木の根元にダンゴムシがいました
・キタキチョウはシクラメンの花の蜜吸ってます。友人が夏のシクラメンの開花珍しいと教
　えてくれました
・図書館でこちらの企画を発見して朝・夕の犬の散歩道で色々な植物を観察しながらそこで
  出会えた生きものをレポート報告させて頂き毎日がとても楽しかったです。ありがとうご
  ざいます。知らなかった生きものに出会え五感が研ぎ澄まされました。また来年もこの企
  画があれば参加したいと思っています。

13 ・景品がもらえるから！生き物をさがすのが楽しいから。おおみずあおがきれいだった。

14
・ばったはちかくにいくととぶからみつけやすかった
　せみをてでつかまえられてたのしかった

14-②
・じょうずにかくれているなぁとおもった
　あぶらぜみやばったは「き」や「くさ」とおなじいろでみつけにくかった
　たのしかった

39 ・たのしかった

44
・また蝶が飛んでるので
　まさかと思いその柑橘系の木が青虫に食べられて、骨だけに五匹の青虫いました。出来た
　ら名前教えて下さい。

45

・網戸越しに見るニホンヤモリの足の裏。まんまるの吸盤は、「用の美」を思わせ、無駄を
　一斉取り除いた造形美に触れることができた。
・幅5センチのアルミ塀上をハクビシンが1列に行進。ハクビシンのつがいは、仲がいい。
　3匹とは、きっと親子だ。

47

・クヌギの木からあふれる樹液のにおいに気づき池袋小学校内にある自然園に入ってみまし
　た。ハナムグリはそこにいて、カブトムシやクワガタ（の幼虫）が育つ環境であれば、虫
　も子どもも大喜びするだろうなと思いました。在校生はふだん子どもだけでは自由に踏み
　入ることができませんが、夏休み期間中の猛暑とも重なり校庭にも出られなかったので、
　こんな「すごい場所」があることを伝えておきたいです。

73
・チョウやトンボといった親しみやすい昆虫以外のハチやガまたその幼虫にも注目してみた。
　生きものの生息には花や木といった植物も必須であり公園に限らず家の庭とか植物が育つ
　環境も大切であると感じている。

91 ・カマキリが見つからなかったのが残念でした。

92 ・いろいろさがしてみました。

93 ・いろいろな生きものがみられてたのしかったです。

94
・子どもと一緒に見つけました。普段はせみの鳴き方を気にしたことがありませんでしたが、
　よくきくと色々な鳴き方をしていて、楽しかったです。



  表Ⅱ－２－７ 参加者の感想（２／３） 

調査
レポートの
通しNo.

感想

95

・たくさんの生きものが我が家の小さな庭に遊びにきてくれています。日付までは分かりま
　せん（ガラス窓から見ているだけなので）
　キンカン、ブルーベリーを食べ、夏にはアゲハなどのイモムシがキンカン、レモン、カボ
　スの葉をムシャムシャと食べて、そのイモムシを食べにきます。今年、はじめて、ハクセ
　キレイがやってきて感激でした。
　※毎年、初夏7月下旬に7:25～10分くらいウグイスが鳴いていましたが今年は暑すぎたのか
　来なかったので残念でした。

96

・「生きものさがし」は大好きです♡この夏は、とても暑くて、生き物も大変だったと思いま
　す。私の推しはカミキリムシです。長い触覚がかっこいい！！
　でも、イチジクの木をごうかいに食べてしまったのが残念です。ハラビロトンボは「あ
　れっ？おなかが太い！」と感じました。他のトンボとはバランスがちがっていましたよ～♡

97 ・今年は暑い日が多くあまり外に出なかった為生きものを見かけることも少なかった。

98 ・助けて介抱することと、リリースすることの区別のつけ方が不安

99

・秋に鳴く虫は、ほぼスズムシかと思ってました。よくきくと、リーンリーンの他に、ジー
　ジーなど、色々な虫がいることに気づきました。
・今年はツマグロヒョウモンが5月に多く、全体的に少なかったです。区役所屋上のモミジの
　紅葉が例年より遅いと感じます。秋の虫の鳴き声一覧がほしいです。

100
・今年は、あつさのせいか、蚊やハチやセミをあまり見かけませんでした。地球温暖化によ
　る生態系の崩壊が懸念される中、区民のみなさんに自然との向き合い方を改めて考えてほ
　しいです。

101

・年長の娘と家族で生きものさがしを楽しみました。チョウは日々、自宅にあるレモンの木
　に来ます。トンボ、セミ、バッタ、カマキリも子供が遊ぶ公園では見られることが多かっ
　たです。都市においても生きものが来る環境を小さなスペースでも意識的に設けることで
　多様性を維持できると良いですね。我が家は区境で、新宿区（甘泉園公園）や文京区（肥
　後細川庭園）も近いので、この様な取り組みは区をまたいで行って頂けると意義があると
　思いました。

103
・歩いている時、生き物を探すのが楽しくなりました。これからも生き物を見つけて、新し
　い発見をしたいと思います。

107
・虫に興味があるので、セミさがしをして手にもたせようとしましたが、思った以上にセミ
　の力強さにびっくりして触れませんでした。またつかまえたバッタを５匹飼いましたが、
　ハイペースで草を食べるので、エサの補充が大変でした。

113
・東京の街中にも、たくさんの昆虫が生きているのだなぁと、資料を見て思いました。来年
　の夏や、これからの秋にも、息子と探してみたいと思います。（母）

116 ・楽しかった。ショウリョウバッタが可愛かった。

117
・仰高小には自然がたくさんあるから、多くの生き物が住みやすい環境だと思った。他の生
　き物もいるか探してみたい。

118

・毎年、自宅の庭と西巣鴨小学校のビオトープを中心に生きもの観察をしています。今年は
　夏の猛暑で庭の手入れが全くできず、草が生え放題。その「お陰」か？クビキリギスが初
　お目見えしました。生きもの好きの近所の小学生と一緒にヤマトシジミの交尾も観察。小
　さな庭ですがこれからも生きものと共生できるようこの環境を守っていけたらと思います。

119
・今年は異常気象だったせいか生きものの発生時期が少しズレているように感じました。あ
　まりにも暑くなってしまったため、生きものたちが心配でした。（がんばって色々な種類
　の生きものを探そうとしましたが、あまり見つけられなかったです…）
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調査
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自然や生きものを守るために、これからやってみたいこと・自分でできること

7 ・庭を生き物のすみやすい場にする。

12
・チョウのなかまの幼虫が食べる植物を育てる。昆虫が隠れる場所を提供する。除草剤は使わない。
　草取りする時、根を残し、土壌微生物を育てる。減らさないよう心がける。

13 ・ごみをすてない

14 ・じぶんでいきれそうなこはおうちでえさをあげる

14-② ・えさをあげたい。こうえんのごみをひろう

15 ・木をうえたりしたい

39 ・ごみをすてない

48 ・①継続してやってみたい、②見つけた日でなく、期間を書いた方が良いと思う

73 ・自宅でも極力植物を育て生きものの住める環境を作ってゆきたい。

91 ・自然保護活動

92 ・ゴミを森にすてない。

93 ・いきものをたいせつにしようとおもいました。

94 ・むやみにつかまえたり、とったりせず、見守っていきたいと思います。

95
・生きものたちのため実を全部取らないようにしています。イモムシにはチョウになってほしいし、鳥
　のエサにも…と自然界には逆らえません。

96 ・身近な所に生き物がいることを、たくさんの人に伝えて、大切にしてほしいです。

100 ・中学～大学まで暇ができたら、夏休みにゆっくりじっくり調べたいです。

103 ・生き物が住み続けられるよう、環境に配慮したまちづくりが必要だと感じました。

104 ・むしのことをしる

113 ・お外にごみを捨てない。虫を見つけたときは見守るか、優しく触る。

116 ・虫にえさをあげたり、自分で育ててみたい。

117 ・豊島区のビオトープについて理解を深め、東京の他の地域の学校へと発信したい。

118
・今年から月一回小学生と一緒に学校のビオトープ清掃＆生き物観察を始めたので、できるだけ続
　けていきたい、

119
・生き物を守るため、公園のゴミ拾いをほぼ毎日しています。タバコ、食べのこしなどが多い。
　雨が少ない日は水やり継続！


